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津
波
は
一
番
早
い
と
こ
ろ
で
は
二
分
後
に
襲
っ
て
く
る
。

　

地
震
災
害
は
、
九
州
か
ら
関
東
ま
で
の
広
い
範
囲
に

震
度
6
弱
以
上
の
大
揺
れ
を
も
た
ら
す
。
特
に
、
震
度

7
を
被
る
地
域
が
一
〇
県
に
わ
た
る
総
計
一
五
一
市
区

町
村
に
達
す
る
。
そ
の
結
果
、
犠
牲
者
の
総
数
三
二 

万

人
、
全
壊
す
る
建
物
二
三
八
万
棟
、
津
波
で
浸
水
す
る

面
積
は
一
、〇
〇
〇
平
方
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
を
直

撃
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
被
災
地
域
が
産
業
経
済
の
中

心
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
日
本
大
震
災
よ
り
も

一
桁
大
き
い
災
害
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
の
半
分

近
い
六
、〇
〇
〇
万
人
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
の
だ
。

　

経
済
的
な
被
害
総
額
は
二
二
〇
兆
円
を
超
え
る
と
試

算
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害

総
額
は
二
〇
兆
円
ほ
ど
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
三
％
程
度
と
さ

れ
て
い
る
が
、
西
日
本
大
震
災
の
被
害
予
想
が
一
〇
倍

以
上
に
な
る
こ
と
は
必
定
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た

巨
大
地
震
と
津
波
が
同
時
に
発
生
す
る
「
日
時
」
に
つ

い
て
正
確
に
予
知
す
る
こ
と
は
、
今
の
地
球
科
学
で
は

ま
っ
た
く
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

地
球
科
学
に
は
「
過
去
は
未
来
を
解
く
鍵
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
過
去
に
発
生
し
た
現
象
を
く
わ
し

く
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
度
の
高
い
将
来
予
測

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
だ
。
た
と
え
ば
、
過
去
の
震

災
に
つ
い
て
書
か
れ
た
古
文
書
や
、
地
質
堆
積
物
と
し

大
地
震
」
で
あ
る
。
日
本
列
島
は
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
厚
い
岩
板
に
押
さ
れ
て
お
り
、
巨
大
地
震
は
そ
の
動

き
に
従
っ
て
起
き
る
。
プ
レ
ー
ト
運
動
は
、
太
平
洋
の

海
底
に
「
南
海
ト
ラ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
窪
み
を
つ
く
っ

た
。

　

具
体
的
に
は
、
静
岡
県
沖
か
ら
宮
崎
県
沖
ま
で
続
く

水
深
四
、〇
〇
〇
㍍
の
海
底
凹
地
だ
。
海
の
プ
レ
ー
ト

が
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下
へ
沈
み
込
む
境
界
に
あ
り
、
東

海
地
震
・
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震
と
い
う
巨
大
地
震

を
繰
り
返
し
発
生
さ
せ
た
場
所
で
あ
る
。

　

問
題
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
三
地
震
が
同
時
に
発
生
す
る
「
連
動
型
地

て
地
層
中
に
残
さ
れ
た
巨
大
津
波
な
ど
の
痕
跡
か
ら
、

今
後
起
こ
り
う
る
地
震
の
規
模
と
時
期
を
推
定
す
る
。

こ
れ
に
従
っ
て
、
九
世
紀
の
日
本
で
何
が
起
き
た
か
を

見
て
い
こ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
西
暦
八
六
九
年
に
東
北
地
方
を

襲
っ
た
貞じ

ょ
う

観が
ん

地
震
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
実
は
、

九
世
紀
に
発
生
し
た
大
地
震
の
起
き
方
そ
の
も
の
が
現

在
と
似
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
以
降
に
日
本
で
起
き
た

地
震
の
発
生
場
所
は
九
世
紀
の
発
生
場
所
と
か
な
り
合

う
の
だ
。

　

し
か
も
、
貞
観
地
震
が
起
き
た
九
年
後
の
八
七
八
年

に
は
、
首
都
圏
に
近
い
関
東
中
央
で
大
地
震
が
起
き
た
。

こ
れ
は
相
模
・
武
蔵
地
震
（
関
東
諸
国
大
地
震
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7・
4
の
直
下
型
地

震
だ
っ
た
（
拙
著
『
京
大
人
気
講
義 

生
き
抜
く
た
め
の
地
震

学
』
ち
く
ま
新
書
）。

　

さ
ら
に
、
こ
の
地
震
の
九
年
後
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ

沿
い
に
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
連
動
型
地
震
が
発
生

し
て
い
る
。
八
八
七
年
に
起
き
た
仁に

ん

和な

地
震
だ
が
、
東

日
本
大
震
災
と
同
じ
く
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
ク
ラ
ス
の

巨
大
地
震
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
震
度
7

を
も
た
ら
す
激
震
と
と
も
に
巨
大
津
波
を
伴
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
「
九
年
後
」
と
、
さ
ら
に
「
そ
の
九
年
後
」

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
首
都
直
下
地
震
？！

震
」
で
、「
西
日
本
大
震
災
」
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
。
そ
の
発
生
時
期
は
、
古
地
震
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
を
総
合
判
断
し
て
、
西
暦
二
〇
三
〇
年
代
に
起

き
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
地
震
学
で
は
「
想
定
外
を
な
く
せ
」
と
い
う

合
い
言
葉
の
も
と
、
日
本
列
島
で
起
き
う
る
最
悪
の
災

害
を
予
測
し
て
い
る
。
国
の
被
害
想
定
で
は
、
東
日
本

大
震
災
を
超
え
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
1
、
ま
た
海
岸

を
襲
う
津
波
の
最
大
高
は
三
四
㍍
に
達
す
る
。
お
ま
け

に
南
海
ト
ラ
フ
は
西
日
本
の
海
岸
に
近
い
の
で
、
巨
大

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
災
害
予
測

　

今
年
に
入
っ
て
日
本
列
島
の
内
陸
部
で
震
度
5
弱
を

記
録
す
る
地
震
が
起
き
た
。
東
日
本
大
震
災
（
い
わ
ゆ

る
「
3
・
11
」）
か
ら
三
年
以
上
が
過
ぎ
、
過
去
の
災
害

と
し
て
早
く
も
記
憶
の
「
風
化
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
の
専
門
と
す
る
地
球
科
学
か
ら
見
る

と
、「
3
・
11
」
で
活
発
に
な
っ
た
地
殻
変
動
は
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
列
島
は
九
世

紀
以
来
と
い
う
「
大
地
動
乱
の
時
代
」
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
今
後
一
〇
〜
二
〇
年
の
ス
パ

ン
で
、
さ
ら
な
る
地
震
と
噴
火
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

日
本
を
襲
う
巨
大
災
害
の
筆
頭
は
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

千
年
ぶ
り
の「
大
地
動
乱
の
時
代
」

H
iroki K

am
ata

京
都
大
学

人
間
・
環
境
学
研
究
科

教
授鎌

田
浩
毅

に
起
き
た
地
震
の
事
例
を
、
二
十
一
世
紀
に
当
て
は
め

て
見
よ
う
。「
3
・
11
」
が
起
き
た
二
〇
一
一
年
の
九
年

後
に
当
た
る
二
〇
二
〇
年
は
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
年
だ
が
、
首
都
圏
に
近
い
関
東
中
央
で

直
下
型
地
震
が
起
き
る
計
算
に
な
る
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
九
年
後
の
二
〇
二
九
年
過
ぎ
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
計
算
は
単
純
に
年
を
足
し
た
も
の

で
、
年
号
の
通
り
に
地
震
が
起
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
九
世
紀
の
歴
史
地
震
を
「
過
去
は
未
来
を
解

く
鍵
」
と
し
て
活
用
す
る
と
、
驚
く
べ
き
姿
が
現
れ
る
。

　
「
3
・
11
」
以
降
の
日
本
列
島
は
、
千
年
ぶ
り
の
大
変

動
期
に
突
入
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
〇 

三
〇
年
代
に
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
発
生

の
時
期
が
科
学
的
に
予
測
で
き
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
地

震
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
言
わ
ば
「
虎
の
子
」
の
地
球

科
学
情
報
を
活
用
し
、
必
ず
や
っ
て
来
る
激
甚
災
害
を

迎
え
撃
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
二
〇
二 

〇
年
と
二
〇
三
〇
年
を
目
標
年
と
し
て
、
強
靱
な
国
土

イ
ン
フ
ラ
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

我
々
が
持
つ
地
球
科
学
の
最
先
端
情
報
と
、
建
築
・
土

木
な
ど
工
学
分
野
の
高
度
な
技
術
を
結
集
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
想
定
外
を
な
く
す
」
べ
き
は
今
な
の
で

あ
る
。


